
 

  

 

 

 

 

 

 

 

【ポイント】 

◆ 鉄鋼材料の「高強度化」、「加工性向上」に繋がる基礎研究の成果を、日本製鉄材料基礎

協働研究所に所属する博士学生から発表 

◆ 企業のビジョンと基礎研究が融合する協働研究所ならではの取り組み

を紹介 

◆ 博士人材確保への期待についても言及 

 

【概要】  

工学研究科では、2000 年代から「インダストリー・オン・キャンパス」を掲げ、大学内に、企業との協働研究

所、共同研究講座を数多く設置することで、大阪大学の強みである「産学共創」を力強く進めています。（2025

年 4 月 1 日時点で、11 の協働研究所、21 の共同研究講座を設置） 

さらに、2020 年 4 月からは、協働研究所等に熱意ある博士人材を受け入れ、そこでの研究活動を単位認

定することで、学術的な研究力の涵養とあわせ、事業化視点をそなえた博士人材を育成する「産学官共創コー

ス」を進めています。特に、同コースでは「インターンシップ・オン・キャンパス」を掲げ、博士学生が各専攻の研究

室で指導を受けながら、企業の研究所等の活動にも参加可能な長期インターンシップを推進しています。企業

にとっては、共同研究を進める戦力が得られ、学生にとっては事業化視点での研究指導や修学支援を受けるこ

とが可能です。 

 

今回の発表では、上述の協働研究所のうち、鉄鋼材料の強度や変形に関する基礎研究に取り組む、大阪大学

と日本製鉄株式会社による「日本製鉄材料基礎協働研究所」から、2 名が登壇します。 

現在、鉄鋼業界や自動車業界などをはじめ、社会ニーズの一つに、高強度材料に対して「曲げる」などの加工

を如何に制御して行うか、この技術へのニーズが高まっています。 

今回は、日本製鉄基礎材料協働研究所で学ぶ博士人材と

して、松田匠弥さんから、「鉄」を対象に、高強度・高加工性

を備えた素材の実現を目指した基礎研究の直近の成果と、

協働研究所だからこそ実現する活動等について、また、同研

究所の丸山直紀特任教授（常勤）から、協働研究所における

産学共創や博士人材育成の取り組みを紹介します。 

 

報道機関のみなさまには、今回の発表で、協働研究所な

らではの活動に触れていただき、日本製鉄材料基礎協働研

究所をはじめ、大阪大学工学研究科での産学共創での研究

成果や、博士人材育成等の取組に興味・関心を寄せていた

だくきっかけにしていただけますと幸いです。 

14：40 ～ 工学研究科からの発表 

 

強く、加工しやすい鉄鋼材料開発の礎を築く！ 

－日本製鉄材料基礎協働研究所・博士学生の挑戦－ 
 

工学研究科 マテリアル生産科学専攻（D2） 松田 匠弥 （まつだ たくみ） 

日本製鉄材料基礎協働研究所 丸山 直紀 （まるやま なおき） 特任教授（常勤） 

図：材料の均一曲げ変形により生じるミクロせん

断帯の数値解析による予測 （𝜺ത𝒑：塑性ひずみ） 

日本製鉄株式会社は、日本製鉄材料
基礎協働研究所において、大阪大学
工学研究科と協働研究を行っていま
す。 


